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Interface	

NIMに差してあるオフセット回路で基準電圧(H,	  C)を作り、	  
精密デジボルで値を見ながら調整して、ADCへ入力。	  
Client	  PC上のソフトでデジタルの値を記録。	  
回路のGNDは何もしないとADCのGNDと接続しないので、	  
現時点では、オシロスコープの電源を経由して接続している。	



測定結果	

カタログスペックは、Integral	  Nonlineality:	  0.008	  percent	  of	  FSR,	  
	  maximum(FSR:	  Full-‐Scale	  Range)、0.00008*2^16=5.24LSV	  
-‐20Vは60Hzの影響あり。	  
16V以上は、60Hzではない雑音の影響がある（再現性はありそう）。	
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